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本論文の目的{よ、における戸移行iの概念を学ぶことが、 di民性教育における本殺形成の役割を来たすことがゼき

いう必想、に基づいて、 子どものための符学 を 市民性教育!として導入し、その方法を兵体的なカリキュラム

[，て展開する二とである市R性教育 II土問民間家の枠おiみのIjlでの 民主的公I立 を育成すとJ という理念のもと遂行

れてきたが、グローパ ιj十ションのj急行の中で、 i市民jゃ i知識ーの概念はゆらぎ会えていf二。このような状況

に付して、 様身な試行i諾昔R訟央が行われでいるのカがミ苛王現誌制剥~)必九;

波しごなkとど守?が;ドすれ謀車題とごなツコでし 3吋f二ふ〈、そ、こ二で、 fゐどものための哲乍jの者犯に基づいて、 1 ) 戸自由ーごとどの主題について議論

る中マ、白しょと JI;i'iJ体の絡み台いを具体的:二体験 iさぺてるとともに、 2)議論の方法を反筏的・ぶことが、 311七j，iJ体

への実際の参両に先吹っそデルとしての役を果たすという方液を検討し、 I 子どものための符学!の進め方を明線にし

その I¥小学校の総台日むな学膏や道徳の時間を利用することを想定した訪日与問符}交のカリキュラムを提案し

、ワー ドどものための哲学、市民性投下言、 カリゴ千二工ラム
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市民性投育 ♂〕 ものためのぎ学ーのカリご千ユラム グローパjレ?とく寺代の市足主主投育としての ものための官学ーけい
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市民性投育 ♂〕 ものためのぎ学ーのカリご千ユラム グローパjレ?とく寺代の市足主主投育としての ものための官学ーけい
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